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	IEEJアウトルック2019を�踏まえたコメント
	全体のコメント
	省エネ・低炭素化の投資は、資源生産性を高め、全要素生産性も高める可能性もあるが、過度な投資は資本生産性を悪化させる危険性があり、バランスが重要
	年間1000億ドルの途上国支援を発電のBAT（Best Available Technology）の導入に利用する（設備費の30%補助を想定した場合）とした場合の分析：石炭火力を除外した場合の効果



